
瑞梅寺川流域の水循環と水環境に関する研究

九州大学工学部　学生会員　○磯野正典　　九州大学大学院　学生会員　　永松由有
九州大学大学院　　正会員　　久場隆広　　九州大学大学院　フェロー　　楠田哲也

1．はじめに
　現在、福岡県西部に位置する糸島地域において、2005年か
ら一部移転開始される九州大学新キャンパスが造成中である
(図1)。この移転計画の進行により糸島地域の大幅な人口増
加、周辺地域の開発が予想される。それに伴い水域への汚濁物
質排出量の増大や遊水地機能の低下が懸念され、周辺地域の生
態系への影響も危惧される。本研究においては、新キャンパス
周辺を流れ、今津湾に注ぐ主要な河川である瑞梅寺川を対象に
現地調査を行い、負荷量-流量関係式を作成した。これを利用
した流域内の水環境の現状の把握を本研究の目的とした。
2．研究手法
 2．1　現地調査
　瑞梅寺川は、前原市瑞梅寺の井原山(脊振山系)に源を発して
糸島平野東部の農業地帯を流れ、国道202号沿いの前原市街地を通り、福岡市西区太郎丸・田尻で今津湾に注
ぐ、全長12.8km、流域面積40.6km2の二級河川である。上流の瑞梅寺には県営の多目的ダムとして瑞梅寺ダム
が建設されている。2004年7月から月に1回程度の頻度で定点での現地調査を行った。調査地点は上流から順
に、奇徳、井田、池田、太郎丸の4地点である。奇徳は瑞梅寺ダムの更に上流の山林地域、井田は田園地域、
池田と太郎丸は住宅地域に位置する。また、奇徳と池田には福岡県の水位計が設置されている。10月15日か
ら16日にかけて池田において24時間連続調査を行った。本調査の目的は平常時での1日の水環境の変化を把
握することで、1時間ごとに採水及び流速の測定、水深の測定、マルチ水質モニタリングシステム(HORIBA製
W-22XD)による水質の測定を行った。また、水位及び流速から流量を推定するため横断面の形状を測定した。
 2．2　測定項目及び手法

　現地調査における測定項目はBOD及びCOD、SS、T-N、T-Pである。また、水位計の設置されている奇徳と池
田では流速を測定した。BODの測定にはウィンクラー法を用いた。CODの測定にはCODメーター(セントラル科
学製HC－607型)による電量適定法を用いた。メンブレンフィルター(東洋濾紙製)でろ過を行いSSを測定した。
T-N及びT-Pの測定にはオートアナライザー(BRAN+LUEBBE社製3型)を利用した。流速の測定には電磁流速計(ア
レック電子製ACM-300A)を利用した。
 2．3　負荷量-流量関係式の作成
　汚濁物質の流出負荷量と河川流量の関係式を両対数紙上の回帰直線より決定した。また、得られた負荷量-
流量関係式をもとに瑞梅寺川からの年間での総汚濁物質量の把握を行った。
3．瑞梅寺川流域の水循環と水環境の現状
 3．1　瑞梅寺川の水質の経年変化
　図2に、昭代橋における1985年から2003年ま
での年平均水質の経年変化を示す1)。瑞梅寺川は
A類型(BOD2mg/l、SS25mg/l以下)に指定されてい
る。BOD及びSSについては、1995年前後に大き
な増減が見られ、その後、ほぼ横ばいの傾向に
あった。T-N及びT-Pについてはほぼ横ばいの傾
向にあった。新キャンパスの造成工事が開始され
た2000年以降、現時点では目立った水質の変化
は観察されていない。

図 1　瑞梅寺川流域図

図 2　昭代橋における水質の経年変化
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 3．2　現地調査結果
　図3に、流下方向のBODの変化を示した。上流域
と比較して、住宅地が増え、都市域の排水の影響を
受ける池田や太郎丸では相対的に水質が悪化してい
る。他の水質項目についても同様の傾向にあった。
前述のように、現状では環境基準を大幅に超過する
ことはなく、比較的清澄な河川であるといえるが、
新キャンパスの造成が進む瑞梅寺川下流域では今後
の水質の悪化が懸念される。特に、瑞梅寺川の河口
域に位置する今津湾はカブトガニの産卵場として知
られており、それらの生態系に悪影響を及ぼさないように
継続的な水質のモニタリングが必要である。
 3．3　瑞梅寺川流域の水収支
　図4に、タンクモデル及び原単位法を用いて推定した瑞
梅寺川流域の水収支を示す。推定には2003年の基礎デー
タを利用した。現状では、生活系排水や工場排水の流量が
河川への総流出水量に占める割合は数パーセント程度にと
どまっている。今後、九州大学の移転に伴い周辺地域の開
発が進むことが予想され、水田や山地等からの表面流出が
減少する一方で、都市からの流出や生活系排水の流出が増
加するものと考えられる。
 3．4　汚濁流出負荷量の推定
　池田における現地調査の結果を基に汚濁物質の流出負荷
量と河川流量の関係を整理した。図5に、BODについての
結果を例示する。特に降雨時のデータが不足しており、今
後追加のデータ収集が必要であるが、他の水質項目につい
ても同様な整理を行った。表1にその結果をまとめた。次
に、Kinematic Wave法及び前述のタンクモデル、 降雨量デー
タを用いて池田における日当たりの河川流量を算出した。
池田には福岡県が水位計を設置しており、この日流量の計
算結果は概ね水位変動の傾向を表現していた。平水流量は
5,800m3/h、平均流量は8,300m3/hであった。モデルで算出し
た日流量を用いて、表1の関係式から1日当たりの負荷量を
算出し、それを積算することによって年間の総負荷量を概
算した。その総負荷量の概算結果も表1に示した。瑞梅寺川
流域はその西部の雷山川流域と並び、糸島地域の最
大の流域であるが、現状では、BODで年間132t程度、
SSで年間452t程度の流出負荷量が推定された。
4. 終わりに
　現地調査やモデルを基に、瑞梅寺川の水循環及び
水環境の現状の把握を試みた。負荷量-流量関係式
を作成し、年間の総汚濁流出負荷量を概算した。降
雨時のデータが不足している点や、タンクモデルあるいは現地調査での河川流量の算定精度にまだ検討の余地
があるが、今後も同様な考察を進めることで、新キャンパスの造成や大学の移転に伴う周辺地域の開発による
影響を評価したり、あるいは、シナリオ解析によって瑞梅寺川流域、さらには糸島地域の水環境や生態系への
影響の少ない地域開発手法について提言を行っていきたい。
【参考文献】　1)福岡県環境部環境政策課:昭和60年～平成15年版『公害関係測定結果』

表 1　池田における負荷量 - 流量関係

負荷量-流量関係式 相関係数 年間総負荷量(t)

BOD L=0.32Q1.2 0.89 132

COD L=6.3Q0.83 0.83 96

SS L=196Q0.63 0.49 452

T-N L=4.63Q0.69 0.77 18

T-P L=0.081Q0.79 0.86 0.85

図3　各調査地点における BOD の値

図 5　池田におけるBOD 負荷量 - 流量関係式

図 4　瑞梅寺川流域における水収支
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